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癒しとは何か

　現代社会を象徴する言葉のひとつでもある「癒し」。この講義では、ブームの様相を呈して久しいこの言葉の
意味と実態、科学的なメカニズムを擬似的な体験を含むさまざまな学びを通して理解することをめざします。
　講義ではまず、日頃から自分自身が感じ行っているさまざまな「癒し」やヒーリングの時間や空間、方法等に
ついて振り返ります。そして、「癒し」が自分を知ることや健康、生活等と深いかかわりがあることを確認しま
す。そして「癒し」とは何か、その定義を共有した上で、今日の社会において国内外を問わす実践されているさ
まざまなセラピーの概況と内容について紹介します。
　この授業では、「癒し」を科学的視点から捉える視点を大切にします。また、いくつかのセラピーについて
は、その実際を模擬的に体験することを通して理解を深めます。

１．オリエンテーション
２．「癒し」の体験１
３．「癒し」の体験２（解説）
４．「癒し」の定義
５．現代社会と「癒し」
６．「癒しのセラピー」の実際（音楽療法１）
７．「癒しのセラピー」の実際（音楽療法２）
８．「癒しのセラピー」の実際（ＤＭ療法）

９．「癒しのセラピー」の実際（芸術療法）
10．「癒しのセラピー」の実際（森林療法１）
11．「癒しのセラピー」の実際（森林療法２）
12．「癒しのセラピー」の実際（園芸療法１）
13．「癒しのセラピー」の実際（園芸療法２）
14．「癒しのセラピー」の実際（動物介在療法）
15．まとめ
（順番は前後することがあります。）

教）はありません。
参）になる出版物等については、講義時間内に適宜、紹介します。

講義への参加態度、各種課題への取り組み、学期末試験もしくはレポートの結果から総合的に判断します。その
配分は、概ね３：３：４とします。

http://www.icc.ac.jp/


